
告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見 

 
 

 

埼
玉
県
富
士
見
市
山
室
一
丁
目
千
二
百
五
十
九
番
一
号
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

①
「
店
舗
へ
の
誘
導
路
を
二
五
四
バ
イ
パ
ス
に
沿
っ
て
十
分
確
保
す
べ
き
で
あ
る
」 

埼
玉
県
は
、
住
民
か
ら
出
さ
れ
る
意
見
を
斟
酌
し
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
九
条
、

十
条
を
適
正
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
ま
ず
望
む
。
ら
ら
ぽ
ー
と
富
士
見
は
、
少
な
く
と
も

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
か
ら
の
集
客
を
見
込
み
、
四
千
六
百
台
を
収
容
で
き
る
大
駐
車
場

を
整
備
す
る
と
し
て
い
る
。
店
舗
周
辺
は
、
市
民
が
出
入
り
す
る
市
役
所
、
救
急
指
定
を

受
け
て
い
る
総
合
病
院
や
消
防
署
、
文
化
施
設
等
の
重
要
施
設
が
あ
る
う
え
、
閑
静
な
住

宅
街
、
農
地
が
広
が
っ
て
い
る
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
店
す
る
車
の
渋
滞
・
混
雑
を

避
け
る
措
置
・
対
策
が
最
大
限
に
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
店
舗
へ
の
来
店
車
の
出

入
り
に
つ
い
て
三
井
不
動
産
の
資
料
で
は
、
二
五
四
バ
イ
パ
ス
が
大
半
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
バ
イ
パ
ス
に
沿
っ
た
店
舗
へ
の
誘
導
路
の
十
分
な
確
保
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
れ

は
、
①
店
舗
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
出
入
り
を
助
け
る
、
②
バ
イ
パ
ス
の
他
の
走
行
車
へ
の
影

響
緩
和
、
③
周
辺
市
内
道
路
の
混
雑
緩
和
、
④
大
量
の
車
、
ま
た
混
雑
・
渋
滞
を
さ
け
る

こ
と
で
排
気
ガ
ス
対
策
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
井
不
動
産
の
誘
導
路
計

画
は
、
交
差
点
１
（
新
設
）
か
ら
み
て
新
座
方
面
に
約
七
十
メ
ー
ト
ル
の
一
本
、
川
越
方

面
に
約
九
十
メ
ー
ト
ル
の
二
本
（
あ
わ
せ
て
百
八
十
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、

せ
い
ぜ
い
十
数
台
、
二
十
数
台
分
で
は
な
い
か
。
三
井
不
動
産
は
、
土
・
日
・
祝
日
の
ピ

ー
ク
時
を
予
想
し
た
デ
ー
タ
を
示
し
て
「
渋
滞
の
心
配
な
し
」
と
し
て
い
る
が
、
来
店
車

が
ど
の
位
の
時
間
で
駐
車
場
に
停
車
す
る
の
か
の
試
算
・
目
標
も
持
っ
て
お
ら
ず
無
責
任

で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
建
設
計
画
の
説
明
会
で
も
少
な
か
ら
ぬ
市
民
か
ら
「
も
っ
と
長

い
誘
導
路
を
」
の
要
望
に
対
し
て
誠
意
あ
る
対
処
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
埼
玉
県
は
、
入

間
市
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
周
辺
の
大
渋
滞
を
想
起
し
、
三
井
不
動
産
の
誘
導
路

計
画
の
根
拠
を
た
だ
す
べ
き
で
あ
る
。
県
・
市
は
責
任
あ
る
調
査
・
検
討
を
し
て
国
に
も

埼
玉
県
告
示
第
千
八
十
一
号



必
要
な
働
き
か
け
を
し
、
バ
イ
パ
ス
周
辺
の
農
地
地
権
者
の
理
解
・
協
力
を
え
て
、
三
井

不
動
産
を
良
く
指
導
し
て
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
た
い
。 

・
新
座
方
面 

新
河
岸
川
を
渡
っ
た
付
近
か
ら
誘
導
路
を
確
保
す
る 

・
川
越
方
面 

ふ
じ
み
野
市
鷺
森
（
さ
ぎ
の
も
り
）
高
架
橋
を
過
ぎ
た
付
近
か
ら
誘
導
路

を
確
保
す
る 

②
「
誘
導
員
の
配
置
計
画
は
状
況
判
断
を
し
て
柔
軟
に
お
こ
な
う
と
と
も
に
目
標
を
も
っ
て

行
う
べ
き
」 

交
通
整
理
を
行
う
誘
導
員
の
配
置
に
つ
い
て
、「
適
切
な
位
置
に
必
要
に
応
じ
て
」、「
歩

行
者
及
び
自
転
車
の
事
故
が
な
い
よ
う
安
全
に
」、「
オ
ー
プ
ン
時
や
休
日
等
の
繁
忙
時
に

は
増
員
し
」、「
誘
導
員
の
配
置
計
画
に
つ
い
て
は
所
轄
警
察
署
等
を
含
め
た
関
係
者
と
協

議
」
し
て
決
定
す
る
と
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
目
標
を
も
っ
た
設
置

基
準
を
示
す
能
動
性
、
主
体
性
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。 

前
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
来
店
車
の
各
出
入
口
と
駐
車
場
間
の
所
要
時
間
を
設
定
し
、

電
光
標
示
板
、
誘
導
員
の
配
置
で
混
雑
・
渋
滞
を
さ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
二
五
四
バ
イ
パ

ス
、
市
内
道
路
、
店
舗
内
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。
三

～
五
分
以
内
で
出
入
り
可
能
と
す
べ
き
。
埼
玉
県
は
三
井
不
動
産
に
具
体
的
計
画
を
も
つ

よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。 

③
「
周
辺
交
差
点
へ
の
影
響
評
価
は
、
専
門
家
・
学
識
経
験
者
の
科
学
的
知
見
を
集
め
、
必

要
な
対
策
を
」 

周
辺
交
差
点
へ
の
影
響
評
価
に
つ
い
て
、
来
店
車
の
出
入
ピ
ー
ク
の
休
日
十
五
時
台
を

検
討
時
間
帯
に
し
、
現
況
調
査
に
よ
る
交
通
量
に
、
計
画
に
よ
っ
て
発
生
す
る
来
店
帰
宅

交
通
量
を
加
え
た
も
の
を
計
画
完
成
後
交
通
量
に
み
て
、
各
交
差
点
（
四
カ
所
）
の
交
差

点
需
要
率
で
評
価
、
信
号
処
理
の
限
界
値
〇
・
九
を
下
回
っ
て
い
る
か
ら
、
交
通
処
理
は

可
能
と
し
て
い
る
。
三
井
不
動
産
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
〇
・
九
は
一
回
信
号
待
ち
を
す
れ

ば
通
行
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
交
差
点
２
、
３
、
４
は
至
近
距
離
に
あ
り
、
相
当
な
混

雑
・
渋
滞
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
県
道
の
混
雑
・
渋
滞
は
、
市
道
五
一
三
七
号
線
、
市
道

七
二
号
線
等
周
辺
道
路
に
大
き
な
影
響
が
出
て
、
周
辺
環
境
、
消
防
車
・
救
急
車
の
通
行

も
心
配
さ
れ
る
。
埼
玉
県
は
、
三
井
不
動
産
の
算
出
根
拠
を
た
だ
し
、
必
要
な
調
査
・
検

討
を
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 


